
26 JUCE Journal 2024年度 No.1

ています。

学士課程教育では、内閣府の「AI戦略2019」

において、基礎に該当するリテラシーレベルを、

2025年度までに大学・高専の全学生に相当する

50万人の学生が履修するという目標が掲げられ

ました(図１)。一方、2017年度に設立された「数

理・AI・データサイエンス教育強化拠点コンソー

シアム」では、文理を問わず全国すべての高等教

育機関の学生が、数理・データサイエンス・AIを

習得できるような教育体制の構築・普及を目指し

て活動を行っています。各大学の取組みを全国に

普及・展開させるため、全国を６つのブロックに

分けて、各ブロックに属する加盟校が取組みの情

報をお互いに共有していま

す。2024年５月時点ではさ

らに９ブロックに細分化し、

加盟校は300校に及んでいま

す。

本学は、2020年度より、

関東首都圏ブロックの特定

分野協力校(医学・歯学)とし

て認定を受け、医療系の学

部を有する全国の大学にデ

ータサイエンス・AI教育を

普及・展開させることをミ

ッションとして活動してい

ます。本稿では2024年５月

現在まで約３年間の経緯を

振り返りながら、苦労した

点、工夫した点などを紹介

したいと思います。

１．はじめに
2022年11月にOpenAIがChatGPTを発表して以

降、AI技術に対する世界中の注目が一気に集まり

ました。この発表は、データサイエンスに対する

関心を大きく引き上げ、ChatGPTの人気を爆発的

に高めるとともに、データサイエンスの重要性を

一層強調しました。アメリカのグラスゴー社が発

表する職業ランキングでは、データサイエンティ

ストが2020年度から2022年度にかけて上位にラ

ンクインし続けており、この現象はAIおよびデー

タサイエンスの需要が急増していることを示して

います。技術の進化は加速し続ける見込みで、日

本政府もデータサイエンスの人材育成に力を入れ
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図１　教育改革に向けた主な取組み
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２．2020年度
まず初年度は、学内の既存科目の把握と改変を

行いました。コンソーシアムはリテラシーレベル

と応用基礎レベルのモデルカリキュラムを公開し

ています。このモデルカリキュラムには、各レベ

ルを構成する項目とその学修内容、ならびに授業

に含めるべきキーワードとなるスキルセットなど

が列挙されています。我々コンソーシアム加盟校

の教員や、データサイエンス教育をこれから実装

しようとしている大学の教員は、このモデルカリ

キュラムを既存科目と照らし合わせることで、自

大学で何が不足しているのかを把握することがで

きます。このモデルカリキュラムは、リテラシー

レベル、応用基礎レベルとして、文系・理系問わ

ず全大学・高専が参考とするようなモデルである

ため、必ずしも自身の大学に全ての項目を含めて

実装する必要はありません。例えば、医療系大学

では、医療系の学生が身に付けるべきデータサイ

エンスを取捨選択して科目を構成していくことを

想定しています(医学歯学薬学のモデルコアカリ

キュラム改訂を受けて、2024年１月には、コン

ソーシアムから「医歯薬系大学・学部における数

理・データサイエンス・AI教育実施に向けた手引

き」が公開され、その中でも触れられています)。

いずれの医療系大学でも共通していることです

が、本学でも、既に数学や統計学、疫学をはじめ

とするデータサイエンス関連科目が存在していま

した。そこで、既存の数学・統計学・情報学(バ

イオインフォマティクスを含む)関連科目の担当

教員にヒアリングを行いました。実施している内

容を確認し、事業内容およびコンソーシアムの概

要を伝えた上

で、科目間の重

複を極力無く

し、既存科目の

枠組みの中で、

少しでもモデル

カリキュラムに

沿った内容に変

更できないかを

検討しました。

例えば、これ

までのデータサ

イエンスの科目

では、それぞれ

の教員が各授業

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

内でプログラミングの実行環境のインストールか

ら説明していました。変更後は１年前期の必修科

目である情報処理/情報科学の授業で、Python導

入の演習を全ての学生を対象に行って、自身の

PCのOSに応じて、WinPython、またはAnaconda

というソフトをインストールさせたため、その後

はPythonによるプログラミング演習を学生自身の

PCですぐに始められるようになりました。また、

数学、統計学、情報学の基礎的な部分はある程度

すでに網羅されていることがヒアリングから分か

ったため、機械学習、深層学習といったいわゆる

AIに特化した授業内容とプログラミングの授業の

み追加すれば、モデルカリキュラムを網羅できる

と判断しました。

３．2021年度
前年度の検討を受け、2021年度には「医療と

AI・ビッグデータ入門」を新規科目として開講し

ました(図２）。本科目では、データサイエンスへ

の学生の動機付けを最大の目的とし、コンソーシ

アムのモデルカリキュラムでのリテラシーレベル

に相当する内容で構成しました。開講当初は医学

科、歯学科、検査学専攻１年生の必修科目でした

が、現在は全学科・専攻(医学科、歯学科、看護

学専攻、口腔保健衛生学専攻、口腔工学専攻)１

年生の必修科目としています。科目は前半が講義、

後半がPythonによるプログラミング演習となるよ

うに構成しました。2020年４月にデータサイエ

ンスの研究・教育に特化したセンターである

M&Dデータ科学センターが本学に設立されたた

め、前半の講義を同センターの講師陣に依頼して、

図２　令和３年度：「医療とAI・ビッグデータ入門」の新設



門」は動機付けが目的であったのに対し、この科

目は理解をより深めて実践力を身につけることを

目的としています。そのため、授業の９割はプロ

グラミング演習としており、扱う題材も８割が深

層学習(教師あり機械学習)、２割が自然科学系の

基礎研究で頻繁に使用されている教師なし機械学

習としました。また、応用基礎レベルはグループ

演習の実施が必須とされていますので、本科目で

も、グループワークとして深層学習のモデルを作

成させ、各グループで作成した最高精度のモデル

を提出させるという演習を実施しています。同科

目では、急速に普及した生成AIへの対応を意識し

て、ChatGPTの扱い方から自然言語処理の演習ま

でを授業に含めました。ChatGPTをはじめとする

生成AIはあらゆる分野に少なからず影響を与えて

いますが、教育分野での影響も大きく、各大学で

も生成AIへの対応を迫られていると思います。本

学にはデータサイエンス・AI教育を全国の医療系

大学・学部に普及させるミッションもあることか

ら、いち早く全学の学生・教職員に向けた「生成

系AI利用ガイドライン」を作成、公表して生成AI

の適切な利用を促しています。「ハルシネーショ

ン」(生成AIが偽りの情報をあたかも正しいかのよ

うにテキスト生成する現象)など、生成AIの注意

点を理解しないまま、生成AIを使いこなせずに、

単にエンターテイメントの一環や、簡単なレポー

ト作成ツールとして使用させるのではなく、生成

AIの正しい利用方法やデータサイエンスの魅力を

伝える方が、学生が得るものも大きいと期待して

います。2023年度の演習では、ChatGPTの仕組

みや簡単な使用方法を解説し、自然言語処理に関

するプログラミング演習を行う上での、演習の題

材となるテキス

ト 文 書 を

ChatGPTに作ら

せたり、がんを

疑う所見かどう

かのテキスト分

類を行うための

擬 似 デ ー タ を

ChatGPTに作ら

せたりなど、授

業コンテンツの

作成にも役立て

てChatGPTの活

用方法に工夫を

凝らしています。
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最先端の研究事例やデータサイエンスの社会実装

例を見せることで、医療分野での応用例や未来像

を知ってもらえるようにしました。後半のプログ

ラミング演習は、Pythonの基本、機械学習の基本、

深層学習の基本の３部構成としました。初めてプ

ログラミングをする学生が多いため、プログラミ

ングのコードはこちらで用意して、プログラミン

グの内容を理解してもらいながら、自分のPCで

機械学習が動くことや、データがどのように変化

するかを体験してもらうことに焦点をあてまし

た。基本的な内容にとどめて浅く広く知識を伝え

る授業とはせず、敢えて深層学習で肺のエックス

線画像の分類まで実施させることを、演習の最終

目標としました。プログラミングの基礎演習に焦

点を当ててしまうとPythonの理解には繋がる内容

となりますが、AIに興味を持ってくれるかどうか

はわかりません。データサイエンスへの興味を引

き出し、その魅力を伝えるためには、学生に「自

身のPCで肺のエックス線画像を評価するAIを作

ることができる」という驚きを与えるべきと考え

た次第です。視覚的に分かりやすいエックス線画

像を扱い、COVID-19の医療データを用いること

で、医療系学生の興味を惹くとともに、自身が将

来取り組む可能性のある課題を最終テーマに据

え、そのために必要な最小限の知識を、具体的に

分かりやすく伝えることに専念しました。

４．2022年度
2022年度には、コンソーシアムでの応用基礎

レベルを想定した「医療とA I・ビッグデータ応

用」を新規科目として開講しました(図３)。リテ

ラシーレベルである「医療とAI・ビッグデータ入

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

図３　令和４年度：「医療とAI・ビッグデータ応用」の新設

MLP : Multi layer perceptron CNN : Convolutional neural network
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数理・データサイエンス・AI教育の紹介

５．途中での改変や工夫した点
「医療とAI・ビッグデータ入門」や「医療と

AI・ビッグデータ応用」の開講当初は、前述のよ

うにWinPythonやAnacondaというソフトウェアを

インストール後、Spyderという実行環境でプログ

ラミング演習を実施していましたが、2023年度

からは、全てのプログラミング実行環境をGoogle

Colaboratoryへ移行しました。Google Colaboratory

はGoogleが提供するPythonの実行環境であり、

Googleのアカウントさえ持っていればWebブラウザ

上で誰でも無料で気軽にPythonのプログラミングを

始めることができます。Spyderとの違いは画面の見

やすさとGPUを使用できる点です。授業を開始し

て分かったことですが、学生は持ち運ぶことを想

定して画面が比較的小

さいPCを購入しており、

また授業中は遠隔講義

のためのZoom画面とプ

ログラムの実行画面の

両方を立ち上げて受講

しています。Spyderで

は、入力するエディタ

画面と、作図や実行結

果が表示される画面が

分かれていますが、

Google Colaboratoryで

は、同一ウィンドウ内

で交互に対話形式出力

されるため、一つの大

きな画面で演習できま

す(図４)。また「医療

とAI・ビッグデータ応

用」の演習の後半では、

複雑な深層学習を実施するため、高い計算処理能

力が求められます。以前の演習では、長い処理時

間で授業が止まるのを防ぐため、実行ボタンを押

して機械学習が行われている間にプログラムの説

明を行うなど、工夫を強いられていました。それ

でも、説明が終わって次のデモに進みたいがまだ

機械学習の処理が終わっていないということもし

ばしばありました。Google Colaboratoryでは一定期

間内の決められた時間の範囲内などという制約は

あるものの、無料で計算処理能力の高いGPUを使

用できるため、授業を円滑に実施する上でのメリ

ットも大きいと感じています。

また、質問やオンデマンド受講学生への対応も

工夫が必要でした。授業は基本的にZoomを活用

した遠隔同期型で実施しましたが、

両科目とも非同期のオンデマンドで

も受講可能な科目として開設してい

ます。Zoomの録画動画はその日のう

ちに編集し、本学の LMSである

WebClassを活用して、オンデマンド

での受講や復習のために公開してい

ます。さらに授業実施日の翌週金曜

日の17時から質問コーナーを設置

し、遠隔同期型(Zoom)でも、遠隔非

同期型(オンデマンド型)でも、極力

公平に授業を受けられる工夫をしま

した(図５)。

データサイエンスの演習を実施す

図４「医療とAI・ビッグデータ入門」の改変（令和５年度から）

図５　ICT、LMSを活用した授業形態
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ています。また、ワーク

ショップや授業で使用し

たスライドはGitHub上に

公開しており、誰でも閲

覧・使用できるようにし

ています。使用する際に

は、最初のスライドの

QRコードから、授業対

象者や対象人数等を回答

していただく簡単なアン

ケートをお願いしていま

す。医療系AI教育をすで

に実施している大学に

も、これから実施する大学にも参考にしていただ

くとともに、各大学からもフィードバックをいた

だいて今後の改善につなげてまいりたいと思います。

７．最後に
医療系の学生に、どこまでデータサイエンスや

AIを学ばせるかという問題は、ワーキンググルー

プ内でも絶えず議論になっています。私見ではあ

りますが、全ての医療系の学生に、一からAIを実

装できるまでのデータサイエンティストレベルの

知識や技術を求める必要はないと思っています。

重要なことは、今後さらに加速するであろうAIの

進化に対して、柔軟に対応できる基礎的な知識と

姿勢を身につけることと、AIがどのようなことを

しているのかという概念をしっかりと理解しても

らうことだと思っています。そして何よりも重要

なことは、医療の専門家として、AIについても興

味を持ち続けてもらうことだと考えています。医

療系の学生がAIを学ぶ際に、「AIが本当に医療に

役立つのか」という疑問を抱くこともあるようで

すが、現在でも既に画像処理や画像診断などの領

域で、医療系アプリケーションソフトにAIが組み

込まれています。また、医療などの専門分野に限

らず、日常生活のあらゆる場面でAIが活用される

時代はすでに到来しています。今後、我々の医療

従事者の生産性を上げるためには、AIは必須のも

のとなるでしょう。頭が柔軟な学生のうちからAI

を積極的に活用する意識を持つことで、どの場面

でAIが活用できるのか、またAIと既存の何を組み

合わせれば良いのかについて、自由な発想が生ま

れることを期待しています。本取組みが少しでも

多くの医療系教育関係者に認知され、医療系デー

タサイエンス教育の普及に役立つことを願ってい

ます。

数理・データサイエンス・AI教育の紹介

るためには、演習で扱うデータセットが必要不可

欠です。特に、医療系学生向けのデータサイエンス

演習では、医療系のデータセットが有用であると考

えられます。そこで本学では可能な限り医療系の

データセットで演習を行えるように、メンバーが

絶えずアンテナを張り、演習で使えるデータセッ

トを探して少しずつ改変してきました。「医療と

AI・ビッグデータ入門」では、初年度の深層学習

における医療系データは肺のエックス線画像のみ

でしたが、2023年度はPythonのライブラリが提

供している公共データである、糖尿病や乳がんの

データを用いた機械学習の演習を追加し、「医療

とAI・ビッグデータ応用」での自然言語処理では、

がんの所見のテキストデータをChatGPTに作らせ

て、擬似データとして演習に利用しました(図６)。

データセットの充実は他大学が実装する際にも役

立つと思いますので、今後も拡充していく予定です。

６．普及展開への取組み
こうした学内の取組みを、学外にも発信してき

ました。2020年度には数理・データサイエン

ス・AI教育強化拠点コンソーシアムとの共催でワ

ークショップを、また2021年度には本学主催で

医療系大学の教員向けワークショップを開催し、

これまでの取組みの紹介とともに「医療とAI・ビ

ッグデータ入門」の教材を配布しました。2022

年度、2023年度は「医療系数理DSワークショッ

プ」と題して、複数回に分けて「医療とAI・ビッ

グデータ入門」および「医療とAI・ビッグデータ

応用」の授業のダイジェスト版を、他大学の医療

系教員に体験してもらう取組みを実施しました。

さらに日本医学教育学会大会や医療系ｅラーニン

グ全国交流会などでもワークショップや発表を行

い、積極的に本学の取組みの普及・展開を促進し

図６　現在演習で使用している医療系データセット


